








ITROLLEYWHEEL.TYPE-A | 

CAT.NO w X r/JY ¢z 1/Jd 

A-2 35 27 48 72 13 

A-4 40 24 45 80 13 

A-5 40 24 56 95 13 

A-6 37 29 45 80 142 

A-7 40 23 40 68 13 

A-8 30 23 40 63 13 

A-17 50 36 62 95 13 

A-20 37 28 45 80 13 
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CAT.NO. w X 1/JY ¢z r/ld 

B•1 70 58 50 65 13 

B-2 82 68 53 75 13 

B-2-2 100 86 53 75 13 

8-3 122 110 55 70 13 

B-4 144 130 56 76 13 

8-6 51 39 33 53 13 

|TROLLEYWHEEL. TYPE•B I 
MADE OF COPPERPIPE 

A 

�G 

TYPE A B C I/Id ¢E </IF ¢G 

CB-2 82 78 64 13 34 55 75 

CB•2•2 100 96 82 13 34 55 75 

CB-3 122 118 104 13 34 55 70 

CB-4 144 140 126 73 34 55 75 

CB-5 154 150 136 16 34 55 75 

単位： mm

IEA SUDER | 

FA型（写真）は、一般金属スリ板に特殊固形滅摩剤をはめ込ん

だもので、この特殊固形減摩剤はスリ板の減摩剤として最適

な 役目を果たす。この減摩剤は鴻性的粘着のため接触面に

吸着されて、微視的フィルム状になって、非常に滑らかな表面と

なり、摩擦祗抗を減じ、通電をよくし、そのため、スパークの多発

を防ぎ、スリ板やトロリー線の寿命を延畏する。

FA型スリ板規格品

TYPE A B 

FA-1 150 100 

FA-2 150 85 

FA-3 150 50 

FA-4 120 85 

FA-5 120 50 

尚、スリ板寸法はオーダー製品に応じます。
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C D E 

12 130 20 

12 130 20 

12 130 10 

12 100 20 

12 100 10 

従来、集電用スリ板には、カ ーボンまたは焼結合金等のスリ板が

取り付けられている。しかし、カ ー ボンスリ板は通電中発熱が

大きく、雨中では摩耗が早い。焼結合金スリ板でも無通電の硬銅

トロリ一線に接触させて、走行すると、摩耗のため、スリ板の摺動

面が荒れ、凝着状態の損傷が生じる。そのまま走行すると益々荒

れが大きくなり、その上通電するとスパー クが多発し、スリ板、

トロリ ー 線共に摩損がひどくなる。この接触抵抗を減少する

ため、焼結合金スリ板には減摩剤として、カ ー ボンや鉛を若干

含有されたものがあるが、充分に減摩役目を果たさない場合が

あり、スリ板の短期異状摩損事故及びトロリー線損傷事故等を

再々ユーザーから承る。

FA型スリ板はこれらの問題を解決し、接触摩襴祗抗が小さく、

トロリ一線を損傷せ亨その上長寿命であるという特性を示して

いる。

尚、雨中（注水）連続通電走行試験を長時間行った が、乾燥走行

試験と全く変わらぬよい性能を示した。
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